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社会活動

松浦江美・教授 世話人 佐賀県膠原病友の会

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会

澤井照光・教授 評議員 日本大腸肛門病学会九州支部

澤井照光・教授 評議員 九州外科学会

澤井照光・教授 評議員 日本消化器病学会九州支部

澤井照光・教授 学会評議員 日本消化器病学会

澤井照光・教授 評議員 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会

松浦江美・教授 専任査読委員 日本看護研究学会

石松祐二・教授 委員 長崎県福祉保健審議会

石松祐二・教授 地方労災委員 長崎労働局

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本循環器看護学会

松浦江美・教授 評議員 日本看護研究学会

石松祐二・教授 長崎労災保険診療指導委員 長崎労働局

石松祐二・教授 代議員 日本呼吸器学会

黒田裕美・教授 代議員 日本看護科学学会

黒田裕美・教授 査読委員 第44回日本看護科学学会学術集会

黒田裕美・教授 評議員 日本看護研究学会

黒田裕美・教授 専任査読委員 日本看護研究学会

時任高諄,城戸貴志,永淵　修,朝重耕一,松本理宗,溝口　聡,由良博一,石本裕士,篠塚賢一,中澤　暦,坂本憲穂,石松祐

二,永安　武,迎　寛：呼吸器検体を用いたマイクロプラスチックの検出. 日本呼吸器学会誌 13(増刊): 284, 2024.
吉田浩二：原子力災害により避難した自治体への住民の帰還や移住に影響を与えた情報. Japanese Journal of
Disaster Medicine 28(Suppl.): 333, 2024.
石松祐二,海部佳純,時任高諄,奥野大輔,由良博一,城戸貴志,石本裕士,坂本憲穂,花田匡利,神津　玲,迎　寛：間質性

肺疾患患者の身体活動量と長崎大学呼吸器ADLの関連. 日本呼吸器学会誌 13(増刊): 367, 2024.

中野治郎,福島卓矢,石井　瞬,神津　玲,夏迫歩美,杉本恭兵,壱岐尾優太,松浦江美,森下　暁,永石惠美,勝島詩恵,上野

和美：外来化学療法に通院するがん患者に対する運動指導の効果検証. 大阪府理学療法学術大会学会誌 36(　):
107, 2024.
宮下律子,城戸貴志,坂本憲穂,城戸久美子,野口康子,小笹　睦,時任高諄,奥野大輔,由良博一,石本裕士,末松貴史,石松

祐二,田中義正,迎　寛：BEAT PCD TEM Criteriaの有用性の検証. 日本呼吸器学会誌 13(増刊): 244, 2024.
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永江誠治,岳　こなみ：向精神薬を服用中の子どもの服薬アドヒアランスと家族・医師・仲間との協働性との関

連. 日本精神保健看護学会学術集会・総会抄録集 34: 134, 2024.
城戸貴志,坂本憲穂,原敦　子,加藤丈晴,吉村麻衣,山内俊輔,鶴田一人,宮下律子,小笹　睦,時任高諄,由良博一,石本裕

士,今泉芳孝,尾長谷靖,石松祐二,宮崎泰司,柳原克紀,迎　寛：呼吸器内視鏡の未来と新技術 肺リンパ腫のBALFを
用いた分子生物学的診断法. 気管支学 46(Suppl.): S175, 2024.
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

石松祐二・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「高齢者介護施設における職員の
感染対策の実態と教育ツールの効果検証」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

黒田裕美・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「ダウン症者における在宅での簡
易検査を用いた睡眠呼吸障害の評価と睡眠支
援の構築」

永江誠治・准教授 事務局長 長崎県精神科リハビリテーション研究会

永江誠治・准教授 理事 一般社団法人シェアハート

三浦沙織・助教 長崎県看護学会抄録査読員 長崎県看護協会

大山祐介・准教授 専任査読委員 日本救急看護学会

三浦沙織・助教 高大連携推進委員 長崎県教育委員会

大山祐介・准教授 評議員 日本救急看護学会

大山祐介・准教授 集中治療看護師活動調査WG 日本集中治療医学会

大山祐介・准教授 査読委員 日本看護学会

大山祐介・准教授 編集委員会委員 日本救急医学会九州地方会

大山祐介・准教授 査読委員 長崎県看護協会

大山祐介・准教授 編集委員会委員 日本救急看護学会

永江誠治・准教授 長崎県看護学会誌 査読委員 長崎県看護協会

田中準一・准教授 英文誌編集委員会（Subject Editor） 日本看護科学学会

永江誠治・准教授 査読委員 看護科学研究

澤井照光・教授 がん対策部会大腸がん委員会委員 長崎県保健医療対策協議会

澤井照光・教授 委員 長崎市社会福祉審議会

永江誠治・准教授 第50回学術集会 実行委員 日本看護研究学会

田中準一・准教授 代議員 日本疫学会

田中準一・准教授 Expert Reviewer CIN: Computers, Informatics, Nursing

吉田浩二・准教授 編集委員 日本放射線看護学会

吉田浩二・准教授 理事 日本放射線看護学会

吉田浩二・准教授 オンサイト医療体制構築委員会 公益社団法人原子力安全研究協会

吉田浩二・准教授
高度実践看護師教育課程認定委員会 放射線
看護専門分科会

日本看護系大学協議会

澤井照光・教授 環境保健分野研究評価分科会委員 長崎県研究事業評価委員会

澤井照光・教授 世話人 Nagasaki Bowel Club

澤井照光・教授 世話人 長崎炎症性腸疾患研究会

澤井照光・教授 疾病・障害認定審査会臨時委員 厚生労働省

澤井照光・教授 運営委員 IBD Club Jr. Kyusyu
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その他
 非常勤講師

永江誠治・准教授 非常勤講師（大学教育課程） 長崎県看護協会県南支部

永江誠治・准教授 心のサポーター養成研修　講師 長崎県

松浦江美・教授 看護職員研修講師（看護研究） 独立法人国立大学病院機構嬉野医療センター

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究）
独立法人国立大学病院機構嬉野医療センター
附属看護学校

永江誠治・准教授 非常勤講師（家族看護論） 長崎市医師会専門学校

永江誠治・准教授 非常勤講師（心と身体の健康学） 長崎純心大学

田中準一・准教授 非常勤講師（情報科学Ⅱ） 長崎市医師会看護専門学校

永江誠治・准教授 非常勤講師（映画から学ぶ児童虐待） 放送大学長崎学習センター

田中準一・准教授 非常勤講師（心と身体の健康学） 長崎純心大学

田中準一・准教授 非常勤講師（看護研究） 長崎市医師会看護専門学校

黒田裕美・教授 非常勤講師（人間関係論） 長崎市医師会看護専門学校

松浦江美・教授 非常勤講師（看護研究） 長崎医師会看護学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

黒田裕美・教授 非常勤講師（心と身体の健康学） 長崎純心大学

大山祐介・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「救急初期治療室での終末期ケア
にかかわる看護師に求められるコンピテン
シーの明確化」

浜崎美和・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「外来における関節リウマチ患者
の口腔内環境の実態および介入効果の多角的
検討」

岳　こなみ・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「民間精神科看護師の看護実践能
力の現状及びリカバリーに関する研修プログ
ラムの構築」

石松祐二・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「慢性閉塞性肺疾患患者における
呼吸サルコペニアの実態解明と治療プログラ
ムの確立」

松浦江美・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「膠原病患者の口腔ケア・口腔内
環境の現状及び口腔ケア介入前後の効果に関
する研究」

大山祐介・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「クリティカルな状況にある重症
患者のコンフォート尺度開発と妥当性・信頼
性の検証」

吉田浩二・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「介護職員の原子力災害を含む災
害に対する防災・減災意識向上への取り組み
と検証」

永江誠治・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「放課後等デイサービスにおける
小児期の逆境的体験に基づくアセスメント」

田中準一・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「看護学生・看護職のeヘルスリ
テラシー向上を目指したオンライン教育プロ
グラムの開発」

吉田浩二・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「原子力災害被災地における復
興・帰還事業に係る情報発信と情報の受け止
め方の検証」

石松祐二・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「間質性肺疾患におけるサルコペ
ニア・ダイナペニアの臨床的意義とバイオ
マーカーの探索」
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 学術賞受賞

浜崎美和・助教 APLAR2024 Travel Award on JCR 日本リウマチ学会

Oral Care and Oral
Environment in Patients
with Rheumatoid Arthritis -
A Cross-Sectional Study -

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

大山祐介・准教授 優秀演題賞
第50回日本集中治療医学
会学術集会

人工呼吸療法患者に対する不
快症状の評価と看護師の認識
に関する実態調査

三浦沙織・助教 看護職員研修講師（看護研究） 独立法人国立大学病院機構嬉野医療センター

浜﨑美和・助教 非常勤講師（心と身体の健康学） 長崎純心大学

大山祐介・准教授 看護職員研修講師（看護研究） 長崎県立島原病院

三浦沙織・助教 非常勤講師（心と身体の健康学） 長崎純心大学

大山祐介・准教授
非常勤講師（クリティカルケア看護学演習
Ⅰ）

日本赤十字九州国際看護大学

大山祐介・准教授
非常勤講師（クリティカルケア看護学特論
Ⅰ）

山口大学大学院医学系研究科
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